
資料２ 

多面的機能支払交付金の活動事例 

 

（１）資源と環境 

１）地域資源の適切な保全管理 

事例１ 地域共同で遊休農地を解消（阿賀野市：阿賀野市多面的広域協定） ······· P1 

事例２ １市１広域協定のスケールメリットを活かした地域一体での獣害対策（新

発田市：新発田市多面的機能支払制度広域協定運営委員会） ············· P2 

２）農業用施設の機能増進 

事例３ プロ並みの直営施工チーム！（聖籠町：蓮潟環境保全チーム） ··········· P3 

３）農村環境の保全・向上 

事例４ 福祉施設との連携による花壇整備（南魚沼市：上田地域広域協定） ······· P4 

 ４）自然災害の防災・減災・復旧 

事例５ 水田の貯留機能を活用した田んぼダムの推進（見附市：見附市広域協定運

営員会）··························································· P5 

事例６ 防災重点ため池の適正な管理と地域の自主防災意識の向上（上越市：有島

地域環境保全会） ··················································· P6 

（２）社会 

１）農村の地域コミュニティの維持・強化への貢献 

事例７ 共同活動を通じて育まれる若手の責任感（新潟市：亀田地区農地・水環保

全管理協定） ······················································· P7 

事例８ 農村文化の伝承を通じた農村コミュニティの強化（新潟市：夏井はざ並木

保全隊）··························································· P8 

（３）経済 

１）構造改革の後押し等地域農業への貢献 

事例９ 非農業者が農業者を支える体制づくりで展開する地域農業（魚沼市：藪神

中央保全会） ······················································· P9 

事例10 多面的機能支払の体制を下地に農業法人を設立（長岡市：上川西農地・水・

環境保全広域協定） ················································· P10 

事例11 耕作条件の改善で農地の利用集積の促進（新潟市：見帯農地水協議会） ··· P11 

（４）都道府県独自の取組 

事例12 土地改良区管内全域とした広域活動組織の設立（新潟市：新津郷広域協定）

 ·································································· P12 

事例13 遊休農地を活用した保育園児と高齢福祉施設利用者の交流及び学校教育

との連携（南魚沼市：エコネット大崎広域協定） ······················· P13 

事例14 女子サッカーチームの選手が事務を担当する新たなスタイルが誕生（十日町市：

FC越後妻有） ······················································· P14 

事例15 大学生と共同で草刈り活動（胎内市：柴橋環境保全会） ················· P15 



多面的機能者支払交付金の活動事例
位置図

粟島浦

佐渡

村上

関川
胎内

新発田

新潟
阿賀野

上越

妙高

柏崎

津南

湯沢

南魚沼

十日町

小
千
谷

魚沼

長岡

阿賀

加茂
三条

見附

五泉
弥彦 燕

田上

長
岡

聖籠

出雲崎

事例３
蓮潟環境保全チーム

事例２
新発田市多面的機能支払
制度広域協定運営委員会

事例10
上川西農地・水・環境保全広域協定

事例７
亀田地区農地・水・環境保全管理協定

糸魚川

事例５
見附市広域協定運営委員会

刈羽

事例１
阿賀野市多面的広域協定

事例14
FC越後妻有

事例４
上田地域広域協定事例６

有島地域環境保全会

事例８
夏井はざ並木保全隊

事例９
藪神中央保全会

事例11
見帯農地水協議会

事例12
新津郷広域協定

事例15
柴橋環境保全会

事例13
エコネット大崎広域協定



○
地

域
で

は
、

農
業

者
の

高
齢

化
と

新
規

就
農

者
数

の
伸

び
悩

ん
で

お
り

、
離

農
等

に
よ

り
耕

作
者

が
不

在
と

な
っ

た
農

地
が

増
加

。
こ

の
よ

う
な

農
地

は
所

有
者

に
よ

る
保

全
管

理
を

求
め

て
い

た
が

、
居

住
地

が
遠

方
に

あ
る

等
の

理
由

に
よ

り
、

保
全

管
理

さ
れ

な
い

ケ
ー

ス
が

生
じ

て
い

た
。

○
遊

休
農

地
は

年
々

増
加

し
、

地
域

内
で

目
立

っ
て

き
て

い
た

。

阿
賀
野
市
多
面
的
広
域
協
定
（
新
潟
県
阿
賀
野
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
令

和
元

年
度

か
ら

、
広

域
協

定
内

の
９

集
落

に
お

い
て

、
遊

休
農

地
解

消
に

向
け

た
取

組
を

開
始

。
○

地
域

の
非

農
業

者
と

共
に

、
草

刈
り

や
除

草
剤

散
布

、
支

障
と

な
る

枝
木

の
排

除
な

ど
、

復
田

に
必

要
な

保
全

管
理

作
業

を
実

施
。

○
復

田
が

見
込

め
な

い
ほ

場
に

お
い

て
は

、
植

栽
活

動
の

場
所

と
し

て
活

用
に

向
け

、
地

域
内

で
検

討
を

進
め

て
い

る
。

取
組

内
容

○
隣

接
水

田
に

対
す

る
害

虫
被

害
予

防
の

効
果

が
大

き
く
現

れ
て

い
る

ほ
か

、
遊

休
農

地
の

拡
大

抑
制

が
図

ら
れ

て
い

る
。

○
非

農
業

者
を

交
え

た
保

全
管

理
に

よ
っ

て
、

地
域

環
境

の
景

観
保

全
を

通
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

が
図

れ
て

い
る

。
○

解
消

し
た

5
0
aの

農
地

の
う

ち
、

約
1
5
aで

は
令

和
３

年
度

か
ら

作
付

け
が

再
開

さ
れ

た
ほ

か
、

約
2
3
aに

つ
い

て
も

復
田

さ
れ

る
見

込
み

と
な

っ
て

い
る

。

取
組

の
効

果

地
域

共
同

で
遊

休
農

地
を

解
消

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

3
,4

0
5
h
a（

田
の

み
）

・
資

源
量

水
路

8
7
9
.5

km
農

道
4
8
1
.8

km
た

め
池

2
箇

所
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

自
治

会
、

農
事

組
合

法
人

、
女

性
会

、
P

T
A

等
・
交

付
金

約
1
3
6
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
阿

賀
野

市
で

は
、

平
成

2
7
年

度
に

6
9
集

落
2
,4

8
6
h
aを

擁
す

る
広

域
組

織
を

発
足

し
、

令
和

３
年

度
に

は
8
7
集

落
3
,4

0
5
h
aま

で
拡

大
。

令
和

元
年

度
か

ら
は

阿
賀

野
川

土
地

改
良

区
が

広
域

組
織

の
事

務
局

を
担

っ
て

お
り

、
活

動
集

落
へ

の
技

術
的

な
支

援
が

強
化

さ
れ

る
な

ど
、

安
定

的
な

運
営

が
可

能
な

体
制

と
な

っ
て

い
る

。

○
地

域
で

は
、

離
農

等
に

よ
り

耕
作

者
が

不
在

と
な

る
農

地
が

増
加

し
、

遊
休

農
地

の
増

加
が

目
立

つ
よ

う
に

な
っ

て
い

た
た

め
、

令
和

元
年

度
か

ら
遊

休
農

地
解

消
に

向
け

た
取

組
を

開
始

。

〇
令

和
３

年
度

ま
で

に
5
0
aの

遊
休

農
地

が
解

消
し

、
う

ち
1
5
aで

作
付

け
を

再
開

。
今

後
も

遊
休

農
地

の
解

消
面

積
が

拡
大

す
る

見
込

み
と

な
っ

て
い

る
。

平
地

農
業

地
域

あ
が

の
し

た
め

ん
て

き
こ

う
い

き
き

ょ
う

て
い

（
に

い
が

た
け

ん
あ

が
の

し
）

資
料

：
農

林
業

セ
ン

サ
ス

（
阿

賀
野

市
）

キ ー ワ ー ド

草
刈

り
・
枝

木
の

排
除

活
動

←
耕

作
可

能
と

な
っ

た
農

地
/管

理
さ

れ
て

い
な

い
農

地
→

農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自
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○
平

成
2
2
年

度
に

は
猿

害
だ

け
で

1
,0

0
0

万
円

を
超

え
る

農
作

物
被

害
が

発
生

。
○

他
事

業
を

含
め

電
気

柵
の

取
組

を
推

進
し

、
被

害
額

は
減

少
傾

向
に

な
っ

た
が

、
獣

害
対

策
経

費
は

反
比

例
し

て
増

え
て

い
く
状

況
が

あ
っ

た
。

○
そ

の
た

め
、

中
山

間
地

集
落

、
団

体
か

ら
は

獣
害

対
策

経
費

の
支

援
に

つ
い

て
市

に
継

続
的

な
要

望
が

寄
せ

ら
れ

た
。

新
発
田
市
多
面
的
機
能
支
払
制
度
広
域
協
定
運
営
委
員
会
（
新
潟
県
新
発
田
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
獣

害
対

策
に

苦
慮

す
る

中
山

間
地

域
の

集
落

の
要

望
に

応
え

る
形

で
、

広
域

協
定

運
営

委
員

会
で

協
議

を
重

ね
、

広
域

協
定

運
営

費
か

ら
獣

害
対

策
協

力
金

を
捻

出
。

○
令

和
２

年
度

は
、

農
地

維
持

・
資

源
向

上
（
共

同
・
長

寿
命

化
）
交

付
金

の
う

ち
、

約
7
％

を
広

域
協

定
運

営
経

費
と

し
、

そ
の

う
ち

約
1
1
％

（
約

4
5
0
万

円
）
を

獣
害

対
策

協
力

費
と

し
て

中
山

間
地

域
に

追
加

配
分

。

取
組

内
容

○
従

前
は

農
地

維
持

等
の

交
付

金
の

大
半

が
獣

害
対

策
に

充
て

ら
れ

て
い

た
集

落
も

あ
っ

た
が

、
獣

害
対

策
協

力
費

に
よ

り
、

獣
害

対
策

以
外

の
活

動
が

行
え

る
よ

う
に

な
っ

た
結

果
、

農
村

環
境

が
整

備
さ

れ
、

さ
ら

に
獣

害
対

策
に

寄
与

す
る

等
の

相
乗

効
果

が
生

じ
て

い
る

。
○

市
内

集
落

で
は

、
「
中

山
間

地
の

取
組

の
お

か
げ

で
、

平
地

部
に

獣
害

が
発

生
し

て
い

な
い

の
で

、
被

害
を

受
け

て
い

る
中

山
間

地
だ

け
で

な
く
、

地
域

全
体

で
助

け
合

う
。

」
と

い
う

「
共

助
」
の

考
え

が
醸

成
さ

れ
た

。

取
組

の
効

果

１
市

１
広

域
協

定
の

ス
ケ

ー
ル

メ
リ

ッ
ト

を
活

か
し

た
地

域
一

体
で

の
獣

害
対

策

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

9
,0

8
2
h
a

※
聖

籠
町

2
6
h
aを

含
む

（
田

8
,9

5
7
h
a、

畑
1
2
5
h
a）

・
資

源
量

水
路

2
,4

5
3
km

農
道

1
,1

7
8
km

・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

自
治

会
等

・
交

付
金

約
5
1
0
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
新
発
田
市
多
面
的
機
能
支
払
制
度
広
域
協
定
運
営
委
員
会
は
、
多
面
的
機
能
支
払
の
制
度
創
設
に
合

わ
せ
て
平
成
2
6
年
度
に
組
織
さ
れ
、
活
動
に
取
り
組
む
全
1
5
1
組
織
(
2
3
1
集
落
)
と
市
内
土
地
改
良
区

等
が
協
定
に
参
加
し
、
農
地
維
持
・
資
源
向
上
（
共
同
・
長
寿
命
化
）
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
中

山
間

地
集

落
に

お
け

る
獣

害
対

策
に

必
要

な
経

費
の

捻
出

が
課

題
と

な
っ

て
い

た
た

め
、

令
和

２
年

度
か

ら
広

域
組

織
全

体
で

交
付

金
の

融
通

を
図

る
こ

と
と

し
、

獣
害

対
策

協
力

費
と

し
て

中
山

間
地

域
の

組
織

に
追

加
配

分
を

実
施

。

○
こ

れ
に

よ
り

、
中

山
間

地
集

落
で

は
獣

害
対

策
以

外
の

活
動

に
も

力
が

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

な
る

と
と

も
に

、
平

地
部

集
落

で
は

中
山

間
地

の
取

組
の

お
か

げ
で

獣
害

が
発

生
し

て
い

な
い

こ
と

が
認

識
さ

れ
、

地
域

全
体

で
助

け
合

う
共

助
の

考
え

が
醸

成
。

中
間

農
業

地
域

し
ば

た
し

た
め

ん
て

き
き

の
う

し
は

ら
い

せ
い

ど
こ

う
い

き
き

ょ
う

て
い

う
ん

え
い

い
い

ん
か

い
（
に

い
が

た
け

ん
し

ば
た

し
）

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自
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○
用

排
兼

用
の

土
水

路
も

あ
り

、
用

排
水

機
能

に
支

障
が

あ
る

箇
所

が
多

く
存

在
。

維
持

管
理

に
多

大
な

労
力

を
要

し
て

い
た

。
○

高
齢

化
等

に
よ

る
農

業
者

の
減

少
に

伴
い

、
農

業
者

の
負

担
が

増
大

し
て

い
た

。
耕

作
放

棄
地

の
増

加
が

懸
念

さ
れ

る
。

蓮
潟
環
境
保
全
チ
ー
ム
（
新
潟
県
北
蒲
原
郡
聖
籠
町
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
水

路
の

更
新

や
各

施
設

の
補

修
・
維

持
作

業
等

を
、

全
て

農
業

者
や

地
域

住
民

に
よ

る
直

営
で

施
行

。
○

直
営

施
工

に
当

た
っ

て
は

、
建

設
業

者
を

講
師

に
迎

え
、

安
全

管
理

や
施

工
技

術
向

上
の

た
め

の
講

習
会

を
実

施
。

取
組

内
容

○
地

区
内

の
６

km
以

上
の

土
水

路
を

フ
リ

ュ
ー

ム
水

路
に

更
新

し
、

維
持

管
理

の
労

力
が

大
幅

に
軽

減
。

○
施

工
コ

ス
ト

の
低

減
は

も
ち

ろ
ん

の
こ

と
、

構
成

員
の

施
工

の
知

識
や

技
術

が
向

上
し

、
今

で
は

建
設

業
者

に
も

負
け

な
い

直
営

施
工

チ
ー

ム
と

な
っ

て
い

る
。

○
自

ら
の

手
で

施
工

す
る

こ
と

で
、

施
設

へ
の

愛
着

が
生

ま
れ

、
保

全
管

理
へ

の
関

心
が

向
上

す
る

と
共

に
、

営
農

意
欲

が
向

上
し

た
。

取
組

の
効

果

プ
ロ

並
み

の
直

営
施

工
チ

ー
ム

！
～

直
営

施
工

で
育

ま
れ

る
施

設
へ

の
愛

着
～

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

1
5
7
.2

h
a

（
田

1
5
7
.2

h
a）

・
資

源
量

水
路

4
9
.7

km
農

道
2
0
.0

km
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

非
農

業
者

、
自

治
会

、
こ

ど
も

会
、

老
人

会
、

消
防

団
・
交

付
金

約
1
4
百

万
円

（
R

2
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
当
地
区
は
、
新
潟
県
の
北
部
に
位
置
す
る
聖
籠
町
の
一
級
河
川
加
治
川
と
新
発
田
川
に
囲
ま
れ
た
沖
積
層

か
ら
な
る
平
坦
な
水
田
地
域
で
あ
る
。
疎
水
百
選
に
選
ば
れ
た
加
治
川
用
水
「
派
川
加
治
川
」
が
流
れ
て
お

り
、
こ
の
地
域
資
源
を
地
域
の
宝
と
し
て
農
家
組
合
を
中
心
に
保
全
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

○
当
地
域
で
は
、
用
排
兼
用
の
土
水
路
の
維
持
管
理
に
多
大
の
労
力
を
要
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
平
成
1
9
年

度
か
ら
構
成
員
の
直
営
施
工
に
よ
る
対
策
を
開
始
。

○
こ
れ
ま
で
に
地
域
の
６
k
m
以
上
の
土
水
路
が
フ
リ
ュ
ー
ム
水
路
に
更
新
さ
れ
、
維
持
管
理
の
労
力
が
大
幅

に
軽
減
。
ま
た
、
構
成
員
の
施
工
知
識
や
技
術
が
向
上
し
、
今
で
は
建
設
業
者
に
も
負
け
な
い
直
営
施
工

チ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

平
地

農
業

地
域

は
す

が
た

か
ん

き
ょ

う
ほ

ぜ
ん

ち
ー

む
（
に

い
が

た
け

ん
き

た
か

ん
ば

ら
ぐ

ん
せ

い
ろ

う
ま

ち
）

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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○
多

面
的

機
能

の
増

進
活

動
の

取
組

と
し

て
、

地
区

内
に

あ
る

障
害

者
施

設
と

の
連

携
活

動
を

検
討

し
て

い
た

。

○
植

栽
対

象
地

と
隣

接
す

る
私

有
地

（
原

野
）
は

、
葛

な
ど

が
繁

茂
し

、
不

法
投

棄
物

も
散

見
さ

れ
た

。
一

方
、

フ
ラ

ン
ス

ギ
ク

や
ヤ

ブ
カ

ン
ゾ

ウ
の

自
生

も
あ

っ
た

。

○
植

栽
の

植
え

付
け

ま
で

に
葛

の
伐

根
な

ど
の

準
備

作
業

が
必

要
で

あ
っ

た
。

上
田
地
域
広
域
協
定
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
地

権
者

、
隣

接
地

権
者

な
ど

の
了

解
・
立

会
を

得
て

、
現

地
調

査
に

よ
り

現
況

把
握

し
植

栽
計

画
を

作
成

し
た

。

○
施

設
入

所
者

等
と

の
花

苗
の

植
栽

に
向

け
、

役
員

主
体

に
よ

る
葛

の
伐

根
や

植
栽

場
所

の
整

備
な

ど
を

実
施

し
た

。

○
花

苗
の

植
栽

時
に

は
、

施
設

入
所

者
等

と
協

力
し

て
実

施
し

、
準

備
や

植
栽

後
の

管
理

に
は

地
域

の
団

体
や

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
も

協
力

い
た

だ
い

た
。

取
組

内
容

○
原

野
化

し
て

い
た

区
域

が
整

備
さ

れ
、

隣
接

地
の

管
理

も
改

善
さ

れ
、

農
村

生
活

環
境

が
改

善
さ

れ
た

。

○
施

設
の

正
面

に
当

た
る

区
域

に
花

壇
が

整
備

さ
れ

た
こ

と
に

よ
り

、
施

設
入

所
者

や
県

道
通

行
者

に
癒

し
の

場
を

提
供

で
き

た
。

○
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

参
加

や
花

苗
の

無
償

提
供

を
受

け
る

な
ど

、
農

村
環

境
保

全
活

動
に

地
域

の
理

解
が

増
し

た
。

取
組

の
効

果

福
祉

施
設

と
の

連
携

に
よ

る
花

壇
整

備

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

6
0
9
h
a

（
田

5
5
2
h
a、

畑
5
7
h
a）

・
資

源
量

水
路

2
0
9
.4

km
農

道
5
5
.6

km
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

非
農

業
者

、
自

治
会

、
女

性
会

、
こ

ど
も

会
、

老
人

会
、

J
A

、
土

地
改

良
区

等
・
交

付
金

約
3
0
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
上
田
地
域
広
域
協
定
は
、
平
成
2
6
年
度
の
多
面
的
機
能
支
払
制
度
の
開
始
と
と
も
に
、
そ
れ
ま

で
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
で
活
動
し
て
い
た
集
落
を
含
む
、
旧
町
単
位
で
の
1
8
集

落
が
参
加
す
る
広
域
協
定
と
し
て
設
立
。

○
令
和
２
年
度
か
ら
、
広
域
協
定
の
活
動
区
域
に
あ
る
障
害
者
福
祉
施
設
の
入
所
者
及
び
職
員
と

協
力
し
て
施
設
の
隣
接
地
に
花
壇
を
整
備
し
て
花
苗
を
植
栽
。

○
原
野
化
し
て
い
た
区
域
が
整
備
さ
れ
、
環
境
が
改
善
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
施
設
と
の
連
携
に

よ
り
農
村
環
境
保
全
活
動
へ
の
地
域
の
理
解
も
向
上
。

中
間

農
業

地
域

う
え

だ
み

な
み

う
お

ぬ
ま

し

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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○
見

附
市

は
平

成
1
6
年

に
大

き
な

水
害

に
見

舞
わ

れ
た

こ
と

を
教

訓
と

し
て

、
「
水

田
の

有
す

る
貯

水
機

能
」
を

フ
ル

に
活

用
す

る
た

め
、

約
1
2
0
0
ｈ

ａ
の

水
田

に
排

水
量

を
抑

制
す

る
調

整
管

を
取

り
付

け
た

「
田

ん
ぼ

ダ
ム

」
を

実
施

し
て

い
る

。
○

田
ん

ぼ
ダ

ム
は

上
流

で
取

り
組

む
ほ

ど
効

果
的

と
さ

れ
て

い
る

が
、

そ
の

効
果

は
下

流
域

ほ
ど

発
現

さ
れ

る
た

め
、

実
施

者
で

あ
る

農
家

へ
の

メ
リ

ッ
ト

に
乏

し
く
、

持
続

的
な

実
施

が
難

し
い

取
組

で
も

あ
る

。

見
附
市
広
域
協
定
運
営
委
員
会
（
新
潟
県
見
附
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
田

ん
ぼ

ダ
ム

の
取

組
に

お
い

て
、

最
も

重
要

な
施

設
を

「
水

田
の

畔
」
と

考
え

、
田

ん
ぼ

ダ
ム

の
効

果
を

持
続

的
に

発
揮

さ
せ

る
た

め
「
畔

」
の

維
持

管
理

活
動

に
取

組
み

。
<
具

体
的

な
活

動
内

容
>

・
計

画
的

な
畦

畔
の

再
築

立
（
畔

塗
）

・
畦

畔
の

草
刈

り
日

当
の

面
積

支
払

・
自

走
式

草
刈

機
の

貸
与

・
排

水
桝

周
り

の
補

修
な

ど

取
組

内
容

○
強

固
な

畔
を

作
る

こ
と

で
効

果
的

な
田

ん
ぼ

ダ
ム

を
実

施
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

ま
た

、
多

く
が

個
人

的
な

活
動

と
さ

れ
て

い
る

畔
の

活
動

を
共

同
活

動
と

し
て

位
置

づ
け

、
統

一
の

ル
ー

ル
を

定
め

る
こ

と
に

よ
っ

て
交

付
金

を
充

当
し

、
田

ん
ぼ

ダ
ム

を
実

施
す

る
農

家
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
も

な
っ

て
い

る
。

○
こ

れ
に

よ
っ

て
、

実
施

率
の

向
上

に
繋

が
り

、
よ

り
持

続
的

な
取

組
を

実
現

。

取
組

の
効

果

水
田

の
貯

水
機

能
を

活
用

し
た

田
ん

ぼ
ダ

ム
の

推
進

～
農

家
へ

の
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

で
持

続
的

な
取

組
～

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

2
4
6
0
h
a

（
田

2
,3

3
4
h
a、

畑
1
2
6
h
a）

・
資

源
量

水
路

6
5
2
km

農
道

2
8
5
km

・
主

な
構

成
員

（
個

人
）
農

家
・
非

農
家

（
団

体
）
子

供
会

・
老

人
会

・
婦

人
会

・
交

付
金

約
1
4
9
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
見
附
市
で
は
、
平
成
1
9
年
度
か
ら
２
集
落
で
取
組
を
開
始
。
平
成
2
4
年
度
に
3
0
集
落
か
ら
な
る
広
域

組
織
を
設
立
し
、
平
成
2
6
年
度
か
ら
は
市
内
の
全
集
落
が
参
加
す
る
見
附
市
広
域
協
定
に
発
展
。

○
本
組
織
で
は
、
平
成
1
6
年
の
豪
雨
災
害
を
教
訓
と
し
て
、
広
域
的
に
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
水
田
に
雨
水
を
貯
留
す
る
上
で
重
要
な
｢
畦
｣
の
維
持
管
理
を
共
同
活
動
に
位
置
付
け
て
い
る
。

○
市
単
独
事
業
に
よ
る
農
家
へ
の
水
位
調
整
管
の
日
常
的
維
持
管
理
に
対
す
る
委
託
料
の
支
払
い
に
加

え
、
こ
の
よ
う
な
ス
キ
ー
ム
が
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
取
り
組
む
農
家
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
高
い
実
施
率
を
維
持
す
る
持
続
的
な
取
組
を
実
現
。

○
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
、
流
域
治
水
の
観
点
か
ら
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
の
見
附
市
の
先
進
的
な

取
組
は
全
国
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

都
市

的
地

域

み
つ
け
し
こ
う
い
き
き
ょ
う
て
い
う
ん
え
い
い
い
ん
か
い

に
い
が
た
け
ん
み
つ
け
し

田
ん

ぼ
ダ

ム
床

下
浸

水
床

上
浸

水

未
実

施
21

2.
4h

a
9.

3h
a

実
施

15
.5

 h
a

0.
0h

a
※

H2
3新

潟
福

島
豪

雨
に

お
け

る
見

附
市

で
の

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド

田
ん

ぼ
ダ

ム
に

よ
る

浸
水

被
害

面
積

の
軽

減
効

果

農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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○
有

島
た

め
池

は
谷

池
で

、
明

治
初

期
に

造
成

さ
れ

、
昭

和
に

入
り

堤
体

が
崩

れ
災

害
が

起
き

、
修

復
工

事
が

行
わ

れ
堤

高
（
6
.7

ⅿ
）
、

総
貯

水
量

（
9
9
3
0
㎥

）
の

現
在

の
た

め
池

と
な

っ
た

。
○

た
め

池
は

農
業

用
水

・
防

火
用

水
・
消

雪
水

と
し

て
農

業
者

・
消

防
団

・
自

治
会

等
に

利
用

さ
れ

て
い

る
。

○
近

年
異

常
気

象
・
地

震
等

の
経

験
か

ら
、

た
め

池
の

管
理

体
制

の
整

備
や

、
現

状
の

構
造

の
把

握
に

つ
い

て
関

心
が

高
ま

っ
て

い
た

。

有
島

た
め

池
外

観
有

島
た

め
池

全
景

有
島
地
域
環
境
保
全
会

（
新
潟
県
上
越
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
有

島
た

め
池

独
自

で
、

点
検

・
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

を
作

成
し

、
た

め
池

点
検

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
に

記
録

し
、

保
存

し
て

い
る

。
○

さ
ら

に
、

た
め

池
の

構
造

・
決

壊
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

研
修

し
、

た
め

池
に

関
す

る
知

見
を

高
め

て
い

る
。

○
集

落
の

非
農

家
と

と
も

に
、

有
島

池
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

・
土

砂
災

害
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

を
活

用
し

、
た

め
池

決
壊

を
想

定
し

て
防

災
訓

練
を

実
施

し
て

い
る

。

有
島

た
め

池
点

検
・
研

修
避

難
経

路
の

確
認

取
組

内
容

○
こ

の
活

動
に

取
り

組
み

、
た

め
池

の
見

回
り

・
点

検
の

回
数

が
２

倍
に

な
っ

た
。

○
見

回
り

・
点

検
に

よ
り

、
降

雨
時

期
に

は
想

定
し

た
水

量
以

上
と

な
る

時
が

あ
り

、
水

量
調

整
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

修
正

し
、

き
め

細
や

か
な

管
理

を
実

施
し

て
い

る
。

○
地

域
は

「
土

砂
災

害
警

戒
区

域
」
に

も
指

定
さ

れ
て

い
た

が
、

住
民

の
認

識
は

希
薄

だ
っ

た
。

防
災

訓
練

を
通

じ
て

認
識

が
深

ま
り

、
自

主
防

災
意

識
が

高
ま

っ
て

い
る

。

た
め

池
見

回
り

・
点

検
地

域
の

方
々

と
防

災
訓

練

取
組

の
効

果

防
災

重
点

た
め

池
の

適
正

な
管

理
と

地
域

の
自

主
防

災
意

識
の

向
上

【
地

区
概

要
】
※

R
３

年
度

時
点

・
認

定
農

用
地

面
積

1
5
.8

h
a

（
田

1
5
.7

h
a、

畑
0
.1

h
a）

・
資

源
量

水
路

6
.7

㎞
農

道
1
.8

㎞
た

め
池

1
箇

所
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

自
治

会
、

子
供

会
、

消
防

団
等

・
交

付
金

約
0
.8

百
万

円
（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
）

○
本
地
域
は
、
上
越
市
の
東
部
に
位
置
し
、
一
級
河
川
保
倉
川
沿
い
の
地
域
で
、
平
成
1
9
年
度
よ
り

当
地
域
の
農
地
・
水
に
関
す
る
保
全
の
活
動
を
農
業
者
・
自
治
会
等
と
と
も
に
実
施
。

○
保
全
管
理
す
る
施
設
に
位
置
付
け
て
い
る
「
有
島
た
め
池
」
が
、
平
成
3
0
年
度
に
「
防
災
重
点
た

め
池
」
に
選
定
、
令
和
元
年
度
に
「
特
定
農
業
用
た
め
池
」
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
保
全
管

理
体
制
の
強
化
・
防
災
意
識
の
醸
成
を
目
的
に
、
研
修
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
活
用
し
た
防
災
訓
練

等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
き
め
細
や
か
に
た
め
池
が
管
理
さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
全
体
の
防

災
意
識
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
間

農
業

地
域

あ
り

し
ま

ち
い

き
か

ん
き

ょ
う

ほ
ぜ

ん
か

い
じ

ょ
う

え
つ

し

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組

6





○
本

地
域

は
、

都
市

化
に

伴
い

、
農

家
を

取
り

巻
く
環

境
が

大
き

く
変

化
し

た
。

○
さ

ら
に

、
農

家
の

高
齢

化
・
担

い
手

不
足

に
よ

り
、

従
来

か
ら

の
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

低
下

が
懸

念
さ

れ
て

い
た

。

亀
田
地
区
農
地
・
水
環
境
保
全
管
理
協
定
（
新
潟
県
新
潟
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
混

住
化

が
進

む
な

か
、

農
業

・
農

村
の

多
面

的
機

能
に

つ
い

て
、

地
域

住
民

に
も

理
解

を
図

っ
た

。

○
農

道
の

清
掃

や
植

栽
活

動
に

つ
い

て
地

域
住

民
と

協
力

し
な

が
ら

実
施

し
た

。

○
協

定
参

加
集

落
の

一
部

で
は

、
地

域
の

若
手

が
役

員
を

担
い

、
活

動
の

中
心

的
立

場
を

担
っ

て
い

る
。

取
組

内
容

○
寄

り
合

い
や

共
同

活
動

を
重

ね
る

に
つ

れ
て

、
若

手
同

士
の

横
の

繋
が

り
が

強
ま

る
と

と
も

に
、

地
域

農
業

へ
の

責
任

感
が

醸
成

さ
れ

、
以

前
よ

り
も

積
極

的
に

活
動

に
取

り
組

ん
で

い
る

。

○
若

手
の

リ
ー

ダ
ー

シ
ッ

プ
に

よ
り

、
複

数
の

集
落

で
集

積
・
集

約
化

が
進

み
、

さ
ら

に
基

盤
整

備
に

向
け

て
動

い
て

い
る

集
落

も
あ

る
。

取
組

の
効

果

共
同

活
動

を
通

じ
て

育
ま

れ
る

若
手

の
責

任
感

【
地

区
概

要
】
※

R
３

年
度

時
点

・
認

定
農

用
地

面
積

7
2
1
 h

a
（
田

6
3
8

h
a、

畑
8
3

h
a）

・
資

源
量

水
路

1
7
2
.6

km
農

道
4
4
.6

km
・
主

な
構

成
員

自
治

会
、

老
人

会
、

子
ど

も
会

・
交

付
金

約
4
1
.3

百
万

円
（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
亀
田
地
区
農
地
・
水
環
境
保
全
管
理
協
定
は
、
平
成
2
4
年
度
か
ら
旧
亀
田
町
の
範
囲
で
広
域
活

動
組
織
を
設
立
し
、
本
交
付
金
に
よ
る
取
組
を
実
施
し
て
い
る
。

○
本
地
域
は
、
市
街
化
地
域
と
農
村
地
域
を
併
せ
持
つ
都
市
的
地
域
と
な
っ
て
い
る
。

○
農
地
・
農
家
が
減
少
し
て
い
る
中
、
今
後
の
活
動
維
持
の
た
め
、
一
部
の
集
落
で
は
自
治
会
等

の
協
力
を
得
な
が
ら
若
手
が
中
心
的
立
場
で
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。

○
共
同
活
動
を
通
し
て
地
域
農
業
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
若
手
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
り
、
複
数
の
集
落
で
集
積
・
集
約
化
が
進
み
、
さ
ら
に
基
盤
整
備
に
向
け
て
動
い
て
い
る

集
落
も
あ
る
。

都
市

的
地

域

か
め

だ
ち

く
の

う
ち

・
み

ず
か

ん
き

ょ
う

ほ
ぜ

ん
か

ん
り

き
ょ

う
て

い
（
に

い
が

た
け

ん
に

い
が

た
し

）

高
齢

化
・
担

い
手

不
足

地
域

住
民

と
協

力
し

た
植

栽
活

動
若

手
リ

ー
ダ

ー
に

よ
る

基
盤

整
備

会
議

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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○
当

地
域

で
は

、
使

わ
れ

な
く
な

っ
た

は
ざ

木
が

一
部

残
っ

て
い

た
。

○
そ

こ
で

、
地

域
の

自
治

会
を

中
心

に
「
は

ざ
木

は
農

村
の

原
風

景
」
と

の
思

い
か

ら
、

こ
の

地
域

に
残

さ
れ

た
景

観
（
原

風
景

）
を

保
全

し
、

引
き

継
い

で
い

こ
う

と
考

え
、

は
ざ

木
を

使
っ

て
天

日
干

し
す

る
活

動
を

行
う

こ
と

と
し

た
。

夏
井
は
ざ
並
木
保
全
隊
（
新
潟
県
新
潟
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
は

ざ
木

の
も

と
と

な
る

「
た

も
木

」
の

枝
打

ち
、

補
植

等
、

た
も

木
の

手
入

れ
を

行
う

。

○
は

ざ
木

を
活

用
し

た
稲

を
干

す
活

動
「
は

ざ
か

け
」
を

行
う

こ
と

に
よ

り
、

伝
統

的
な

農
耕

や
景

観
を

残
す

。

○
は

ざ
掛

け
活

動
を

、
農

村
文

化
の

伝
承

と
と

も
に

地
域

住
民

の
交

流
イ

ベ
ン

ト
と

し
て

開
催

。

取
組

内
容

○
は

ざ
掛

け
等

の
は

ざ
木

の
保

全
活

動
に

は
1
0
0
名

以
上

が
参

加
し

、
活

動
を

通
じ

て
老

人
ク

ラ
ブ

・
婦

人
部

・
子

ど
も

会
に

よ
る

地
域

内
の

世
代

を
超

え
た

交
流

が
図

ら
れ

、
農

村
文

化
の

伝
承

に
寄

与
。

○
季

節
ご

と
の

風
景

が
懐

か
し

ま
れ

る
効

果
か

ら
か

、
各

地
か

ら
写

真
愛

好
家

ら
が

訪
れ

て
い

る
。

取
組

の
効

果

農
村

文
化

の
伝

承
を

通
じ

た
農

村
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

強
化

～
は

ざ
木

の
あ

る
風

景
を

交
流

活
動

で
保

全
～

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

1
2
2
h
a

（
田

1
1
4
h
a、

畑
8
h
a）

・
資

源
量

水
路

3
2
.6

km
農

道
1
7
.4

km
・
主

な
構

成
員

農
家

組
合

、
自

治
会

老
人

ク
ラ

ブ
、

婦
人

部
・
子

ど
も

会
等

・
交

付
金

約
７

百
万

円
（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
夏
井
は
ざ
並
木
保
全
隊
は
、
農
家
数
が
減
少
す
る
な
か
、
農
村
の
原
風
景
と
地
域
資
源
を
守
り
伝

え
る
た
め
「
は
ざ
木
」
を
集
落
で
保
全
・
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
1
9
年
度
よ
り
本
交

付
金
に
よ
る
取
組
を
実
施
。

○
本
地
域
の
特
徴
と
し
て
、
地
域
に
残
さ
れ
て
い
る
は
ざ
木
を
使
っ
て
稲
を
天
日
干
し
す
る
活
動
を

平
成
3
0
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

○
は
ざ
木
の
保
全
を
通
じ
、
老
人
ク
ラ
ブ
・
婦
人
部
・
子
ど
も
会
の
地
域
内
で
の
交
流
が
図
ら
れ

た
。
ま
た
、
は
ざ
木
の
あ
る
風
景
は
地
域
外
の
写
真
愛
好
家
ら
を
引
き
付
け
、
交
流
人
口
の
拡
大
の

一
端
を
担
っ
て
い
る
。

平
地

農
業

地
域

な
つ

い
は

ざ
な

み
き

ほ
ぜ

ん
た

い
（
に

い
が

た
け

ん
に

い
が

た
し

）

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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藪
神
中
央
保
全
会
（
新
潟
県
魚
沼
市
）

非
農

業
者

が
農

業
者

を
支

え
る

体
制

づ
く
り

で
展

開
す

る
地

域
農

業

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

3
2
3
.8

h
a

（
田

3
1
6
.5

h
a、

畑
7
.3

h
a）

・
資

源
量

水
路

6
2
.2

km
農

道
3
9
.3

km
・
主

な
構

成
員

自
治

会
、

女
性

会
、

・
・
・

等
・
交

付
金

約
2
4
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

や
ぶ

か
み

ち
ゅ

う
お

う
ほ

ぜ
ん

か
い

（
に

い
が

た
け

ん
う

お
ぬ

ま
し

）

○
藪
神
中
央
保
全
会
は
、
山
間
農
業
地
域
に
位
置
す
る
池
平
用
水
の
受
益
集
落
が
中
心
と
な
っ
て
平
成

1
9
年
度
に
活
動
を
開
始
。
９
集
落
3
2
4
h
a
の
農
用
地
で
活
動
し
て
い
る
。

○
活
動
開
始
当
初
は
農
家
を
中
心
に
水
路
・
農
道
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
き
た
が
、
離
農
に
よ
り
農
家

が
減
少
し
、
農
家
だ
け
で
は
維
持
管
理
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
2
8
年
度
に
非
農
家
に
よ
る

「
草
刈
り
隊
」
が
結
成
さ
れ
、
地
域
ぐ
る
み
で
農
家
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

○
本
交
付
金
の
共
同
活
動
を
通
じ
て
地
域
の
話
し
合
い
が
進
展
し
、
ほ
場
整
備
に
向
け
た
合
意
形
成
が

図
ら
れ
る
と
と
も
に
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
農
地
集
積
・
集
約
化
を
実
現
。
さ
ら
に
「
農

業
応
援
団
」
が
組
織
さ
れ
、
ほ
場
整
備
を
契
機
に
園
芸
品
目
に
挑
戦
す
る
農
業
者
の
人
手
不
足
を
支
援

す
る
体
制
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

山
間

農
業

地
域

キ ー ワ ー ド

○
農

業
者

を
中

心
に

水
路

・
農

道
の

草
刈

り
等

の
活

動
を

行
っ

て
き

た
が

、
高

齢
化

に
伴

う
農

業
者

の
減

少
に

よ
り

、
人

手
が

不
足

し
て

い
た

。

○
ほ

場
整

備
未

実
施

集
落

で
は

、
条

件
が

悪
く
、

維
持

管
理

の
労

力
が

多
く
掛

か
っ

て
い

た
。

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
減

少
し

た
農

業
者

だ
け

で
は

地
域

資
源

の
維

持
管

理
が

困
難

な
状

況
を

踏
ま

え
非

農
業

者
約

2
0
名

が
中

心
と

な
っ

て
「
草

刈
り

隊
」
を

結
成

し
、

農
道

等
の

草
刈

り
活

動
を

実
施

。
農

業
者

の
負

担
軽

減
を

図
っ

て
い

る
。

○
農

業
者

と
非

農
業

者
に

よ
る

共
同

活
動

を
通

じ
て

、
地

域
の

農
業

の
将

来
に

向
け

た
話

し
合

い
が

進
展

。

取
組

内
容

○
草

刈
り

隊
の

活
動

を
き

っ
か

け
に

、
ほ

場
整

備
事

業
に

向
け

た
合

意
形

成
が

図
ら

れ
た

。
○

非
農

業
者

も
一

緒
に

な
っ

て
地

域
ぐ

る
み

で
農

業
者

を
支

え
る

体
制

づ
く
り

が
で

き
て

い
た

お
か

げ
で

、
農

地
中

間
管

理
事

業
を

活
用

し
た

集
積

・
集

約
が

進
ん

だ
。

○
さ

ら
に

、
園

芸
品

目
に

挑
戦

す
る

農
業

者
の

人
手

不
足

を
支

援
す

る
た

め
「
農

業
応

援
団

」
を

設
立

。

取
組

の
効

果

集
積

率
30

.2
%
→

10
0%

、
集

約
化

率
4.

0%
→

10
0%

キ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組
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○
農

業
者

の
高

齢
化

や
担

い
手

不
足

に
よ

り
農

業
者

が
減

少
。

さ
ら

に
混

住
化

が
進

み
非

農
家

が
増

え
、

集
落

機
能

の
低

下
が

懸
念

さ
れ

て
い

た
。

○
継

続
的

な
地

域
農

業
の

実
現

の
た

め
に

は
、

非
農

家
を

含
め

た
地

域
ぐ

る
み

の
活

動
と

、
地

域
農

業
の

受
け

皿
と

な
る

担
い

手
を

育
成

す
る

必
要

が
あ

っ
た

。

上
川
西
農
地
・
水
・
環
境
保
全
広
域
協
定
（
新
潟
県
長
岡
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
次

世
代

の
担

い
手

を
育

成
す

る
た

め
、

地
域

の
子

供
を

対
象

に
田

植
え

体
験

、
生

き
物

調
査

、
出

前
事

業
を

実
施

。

○
共

同
活

動
が

土
台

と
な

り
、

地
域

農
業

の
将

来
に

関
す

る
話

し
合

い
が

活
性

化
し

、
農

業
法

人
の

設
立

及
び

農
地

の
集

積
・
集

約
化

に
向

け
て

、
ス

ピ
ー

ド
感

を
持

っ
た

合
意

形
成

が
図

ら
れ

た
。

取
組

内
容

○
農

業
法

人
の

設
立

に
つ

い
て

合
意

形
成

が
図

ら
れ

、
平

成
2
9
年

に
「
（
農

）
上

川
西

ガ
ル

テ
ン

」
を

設
立

。

○
地

区
役

員
を

中
心

に
、

1
7
回

の
会

議
を

重
ね

、
１

カ
月

と
い

う
短

期
間

で
集

積
計

画
を

取
り

ま
と

め
、

農
地

の
集

積
率

は
、

集
積

前
の

6
2
％

か
ら

7
5
％

に
向

上
し

、
平

均
団

地
面

積
は

0
.2

h
aか

ら
1
.2

h
aに

向
上

し
た

。

取
組

の
効

果

多
面

的
機

能
支

払
の

体
制

を
下

地
に

農
業

法
人

を
設

立

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

1
8
0
h
a

（
田

1
7
8
h
a、

畑
２

h
a）

・
資

源
量

水
路

2
6
km

農
道

８
km

・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

町
内

会
、

子
供

会
等

・
交

付
金

約
1
0
百

万
円

（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
当
地
域
は
信
濃
川
左
岸
側
の
平
野
部
に
位
置
し
、
市
街
地
に
隣
接
す
る
水
田
地
帯
で
あ
る
。

○
構
成
員
に
非
農
家
を
多
く
含
む
の
が
特
徴
で
、
地
域
の
子
ど
も
を
対
象
に
し
た
田
植
え
体
験
、
生

き
物
調
査
、
出
前
事
業
な
ど
を
実
施
し
、
農
村
地
域
と
都
市
地
域
と
の
地
域
交
流
や
次
世
代
の
担
い

手
育
成
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
５
集
落
の
代
表
者
が
集
う
運
営
委
員
会
を
年
８
回
開
催
し
、
き
め

細
や
か
な
情
報
共
通
や
予
算
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

○
こ
の
よ
う
な
体
制
を
下
地
に
、
地
域
農
業
の
将
来
に
関
す
る
話
し
合
い
が
活
性
化
し
、
農
業
法
人

「
上
川
西
ガ
ル
テ
ン
」
が
設
立
。
さ
ら
に
役
員
を
中
心
と
し
た
話
し
合
い
に
よ
り
１
ヶ
月
で
集
積
計

画
を
と
り
ま
と
め
、
農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化
を
実
現
。

都
市

的
地

域

か
み

か
わ

に
し

の
う

ち
・
み

ず
・
か

ん
き

ょ
う

ほ
ぜ

ん
こ

う
い

き
き

ょ
う

て
い

（
に

い
が

た
け

ん
な

が
お

か
し

）

集
積

前
集

積
後

キ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組

1
0





○
本

地
域

に
は

土
水

路
が

多
く
、

通
水

機
能

の
低

下
や

維
持

管
理

に
苦

労
し

て
い

た
。

○
ま

た
、

小
区

画
の

農
地

分
散

を
解

消
し

た
い

が
、

用
水

上
流

側
の

ほ
場

に
執

着
の

あ
る

耕
作

者
が

多
く
、

集
約

化
の

話
合

い
が

進
ま

な
い

と
い

う
課

題
が

あ
っ

た
。

見
帯
農
地
水
協
議
会
（
新
潟
県
新
潟
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
平

成
2
5
年

度
か

ら
資

源
向

上
（
長

寿
命

化
）
の

活
用

に
よ

る
水

路
の

更
新

を
計

画
、

実
施

。

○
活

動
組

織
独

自
で

水
路

製
品

を
調

達
す

る
こ

と
で

コ
ス

ト
を

削
減

し
、

H
2
8
年

度
か

ら
は

他
の

事
業

も
活

用
し

な
が

ら
、

R
2
年

度
ま

で
に

約
1
.9

km
に

渡
る

用
排

水
路

の
更

新
を

計
画

通
り

実
施

。

取
組

内
容

○
平

成
2
9
年

、
地

域
内

全
体

の
用

排
水

条
件

が
改

善
さ

れ
た

こ
と

を
き

っ
か

け
に

、
農

地
の

集
積

・
集

約
化

に
つ

い
て

集
落

内
の

話
合

い
が

進
ん

だ
。

○
活

動
組

織
の

代
表

が
中

心
と

な
っ

て
、

農
地

所
有

者
に

よ
る

月
１

回
の

全
体

会
議

を
踏

ま
え

た
集

積
図

の
修

正
を

繰
り

返
し

、
約

６
か

月
で

集
積

計
画

を
取

り
ま

と
め

、
農

地
中

間
管

理
事

業
を

活
用

し
た

担
い

手
へ

の
集

積
・
集

約
化

が
実

現
し

た
。

取
組

の
効

果

耕
作

条
件

の
改

善
で

農
地

の
利

用
集

積
の

推
進

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

9
8
h
a

（
田

9
3
h
a、

畑
5
h
a）

・
資

源
量

水
路

2
1
.6

km
農

道
9
.8

km
・
主

な
構

成
員

農
家

組
合

、
自

治
会

、
女

性
会

等
・
交

付
金

約
５

百
万

円
（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
見
帯
農
地
水
協
議
会
は
、
地
域
内
農
家
戸
数
の
減
少
に
伴
い
非
農
家
住
民
の
農
業
に
対
す
る
理
解

醸
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
背
景
に
平
成
1
9
年
よ
り
本
交
付
金
に
よ
る
取
組
を
開
始
。

○
本
地
域
（
組
織
）
で
は
、
地
域
全
体
の
用
排
水
条
件
の
均
一
化
を
目
的
に
、
平
成
2
5
年
度
か
ら
長

寿
命
化
活
動
と
し
て
水
路
の
更
新
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
こ
の
活
動
に
よ
り
、
地
区
全
体
の
用
排
水
条
件
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
地
域
の
話
合
い
が
円

滑
に
進
み
、
農
地
の
集
積
・
集
約
化
が
実
現
。

平
地

農
業

地
域

け
ん

た
い

の
う

ち
み

ず
き

ょ
う

ぎ
か

い
（
に

い
が

た
け

ん
に

い
が

た
し

）

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組

1
1





【
地

区
概

要
】

・
認

定
農

用
地

面
積

3
,8

4
2
.9

h
a

（
田

3
,6

6
3
.2

h
a、

畑
1
7
9
.8

h
a）

・
資

源
量

開
水

路
9
7
0
.7

km
農

道
4
3
6
.4

km
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

農
事

組
合

法
人

、
自

治
会

、
女

性
会

、
子

供
会

、
P
T
A

他
・
交

付
金

約
1
8
5
百

万
円

（
R

2
）

○
新

津
郷

は
、

新
潟

平
野

の
ほ

ぼ
中

央
に

位
置

し
、

新
潟

市
秋

葉
区

全
域

及
び

五
泉

市
・
田

上
町

の
一

部
の

２
市

１
町

に
跨

る
二

大
河

川
の

堆
積

土
で

形
成

さ
れ

た
低

平
な

地
域

で
あ

る
。

○
平

成
1
9
年

度
か

ら
農

地
・水

・
環

境
保

全
向

上
対

策
事

業
に

取
組

み
非

農
業

者
を

含
む

地
域

ぐ
る

み
で

活
動

を
実

施

し
て

き
た

。
平

成
2
9
年

度
か

ら
新

津
郷

土
地

改
良

区
管

内
全

域
を

新
津

郷
広

域
協

定
と

し
、

4
1
組

織
と

土
地

改
良

区
で

活
動

を
行

っ
て

い
る

。

○
土

地
改

良
区

が
広

域
協

定
の

一
員

と
し

て
運

営
委

員
会

の
事

務
を

お
こ

な
い

、
技

術
的

な
ア

ド
バ

イ
ス

や
活

動
に

対

す
る

指
導

、
ま

た
長

寿
命

化
に

お
い

て
は

測
量

設
計

、
発

注
、

完
了

検
査

を
行

っ
て

お
り

、
活

動
組

織
は

安
心

し
て

活
動

に
専

念
し

て
い

る
。

連
携

前
の

状
況

や
課

題
連

携
内

容
連

携
の

効
果

土
地

改
良

区
管

内
全

域
と

し
た

広
域

活
動

組
織

の
設

立
１

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
各

組
織

に
お

い
て

若
手

が
少

な
い

た
め

パ
ソ

コ
ン

が
苦

手
で

あ
っ

た
り

、
煩

雑
な

会
計

処
理

・
書

類
作

成
に

頭
を

悩
ま

せ
て

い
た

。
ま

た
、

資
源

向
上

活
動

（
共

同
）
の

技
術

的
知

識
が

足
り

な
い

と
こ

ろ
に

不
安

を
抱

い
て

い
た

。

○
こ

れ
ま

で
は

、
集

落
毎

に
バ

ラ
バ

ラ
に

活
動

を
行

っ
て

お
り

、
各

組
織

の
対

応
で

計
画

が
場

当
た

り
的

で
あ

っ
た

。
ま

た
、

活
動

組
織

が
抱

え
る

問
題

と
し

て
、

技
術

的
知

見
を

持
っ

た
者

や
技

術
的

な
指

導
を

で
き

る
者

が
少

な
く
、

活
動

組
織

（
集

落
）
間

で
施

設
の

整
備

や
管

理
の

水
準

に
ば

ら
つ

き
が

あ
っ

た
。

新
津
郷
広
域
協
定
（
新
潟
県
新
潟
市
秋
葉
区
全
域
、
五
泉
市
・
田
上
町
の
一
部

新
津
郷
土
地
改
良
区
）

に
い

つ
ご

う
あ

き
は

く
ご

せ
ん

し
た

が
み

ま
ち

・
申
請
書
・
実
績
報
告
書
等
の
関
係
書
類
作
成

・
交
付
金
は
事
務
局
で
一
括
管
理

・
各
活
動
組
織
に
は
配
分
額
を
提
示
（
面
積
×
単
価
）

・
活
動
報
告
を
受
け
て
活
動
組
織
へ
活
動
費
等
を
支
払
う

・
運
営
委
員
会
の
合
意
に
よ
り
交
付
金
の
余
剰
金
を

事
務
局
で
取
り
ま
と
め
、
土
地
改
良
区
で
補
修
等
を
行
う

・
従
来
通
り
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
活
動
を
実
施

・
土
地
改
良
区
へ
作
業
日
報
等
で
報
告

運
営
委
員
会

土
地
改
良
区

活
動
組
織

水
路

の
初

期
補

修
陥

没
し

た
法

面

事
務

処
理

全
般

に
つ

い
て

土
地

改
良

区
が

受
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

書
類

作
成

等
の

事
務

作
業

の
不

安
が

解
消

、
ま

た
活

動
内

容
に

つ
い

て
の

助
言

や
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
安

心
し

て
活

動
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

事
務

処
理

全
般

に
つ

い
て

土
地

改
良

区
が

受
託

す
る

こ
と

に
よ

り
、

書
類

作
成

等
の

事
務

作
業

の
不

安
が

解
消

、
ま

た
活

動
内

容
に

つ
い

て
の

助
言

や
指

導
を

受
け

る
こ

と
が

で
き

、
安

心
し

て
活

動
を

進
め

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

広
域

で
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
組

織
の

単
位

を
超

え
た

地
域

一
体

で
の

活
動

が
可

能
に

な
り

、
事

業
に

関
す

る
情

報
交

換
・
情

報
共

有
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

広
域

で
連

携
す

る
こ

と
に

よ
り

、
組

織
の

単
位

を
超

え
た

地
域

一
体

で
の

活
動

が
可

能
に

な
り

、
事

業
に

関
す

る
情

報
交

換
・
情

報
共

有
が

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
。

技
術

的
な

部
分

に
お

い
て

、
土

地
改

良
区

か
ら

全
面

的
な

協
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
よ

り
効

率
的

な
事

業
実

施
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

技
術

的
な

部
分

に
お

い
て

、
土

地
改

良
区

か
ら

全
面

的
な

協
力

が
得

ら
れ

る
よ

う
に

な
り

、
よ

り
効

率
的

な
事

業
実

施
が

図
ら

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。

安
心

効
率

的
な

実
施

連
携

の
充

実

事
務

職
4名

、
技

術
職

3名
で

対
応

平
地

農
業

地
域

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組

1
2





○
耕

作
者

の
高

齢
化

に
よ

り
遊

休
農

地
が

増
加

、
雑

草
が

繁
茂

し
、

景
観

が
損

な
わ

れ
て

い
た

。

○
遊

休
農

地
の

解
消

と
景

観
形

成
か

ら
、

地
主

よ
り

農
地

を
借

り
植

栽
を

や
ろ

う
と

声
が

上
が

っ
た

。

○
大

前
農

遊
会

役
員

会
で

検
討

・
協

議
し

、
栽

培
と

収
穫

が
比

較
的

容
易

な
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
の

植
栽

を
す

る
こ

と
と

し
た

。

エ
コ
ネ
ッ
ト
大
崎
広
域
協
定
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
遊

休
農

地
の

草
刈

り
作

業
を

実
施

す
る

。

○
地

域
内

の
非

農
家

に
も

声
掛

け
を

し
共

同
作

業
で

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

の
播

種
を

実
施

す
る

。
○

管
内

小
学

４
年

生
へ

の
播

種
指

導
を

行
う

。
○

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

の
生

育
管

理
を

行
う

。

○
保

育
園

児
の

散
歩

コ
ー

ス
で

、
生

育
状

況
を

観
察

し
て

い
た

こ
と

も
あ

り
、

保
育

園
児

・
福

祉
施

設
利

用
者

よ
り

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

の
収

穫
体

験
を

し
て

も
ら

う
。

小
学

４
年

生
の

収
穫

体
験

も
実

施
。

○
収

穫
し

た
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
を

、
保

育
園

・福
祉

施
設

に
届

け
た

り
、

地
域

希
望

者
に

も
分

け
て

い
る

。

○
取

組
内

容
を

ト
ウ

モ
ロ

コ
シ

畑
に

掲
示

し
て

い
る

。
（
掲

示
板

の
設

置
）

取
組

内
容

○
収

穫
時

に
保

育
園

児
と

福
祉

施
設

利
用

者
と

の
交

流
が

生
ま

れ
た

。

○
収

穫
し

た
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
を

、
保

育
園

・福
祉

施
設

・
地

域
の

希
望

者
に

分
け

、
喜

ば
れ

て
い

る
。

○
多

面
的

制
度

の
活

動
が

地
域

に
浸

透
し

、
遊

休
農

地
解

消
の

き
っ

か
け

に
な

っ
た

。
（
広

域
協

定
内

他
集

落
に

於
い

て
も

、
さ

つ
ま

芋
・
そ

ば
・
花

等
の

植
栽

を
実

施
し

、
遊

休
農

地
利

用
・
地

域
交

流
に

役
立

っ
て

い
る

）
【
今

後
の

展
望

】

○
収

穫
し

た
ト

ウ
モ

ロ
コ

シ
で

、
子

供
達

・
女

性
を

交
え

た
広

域
協

定
で

の
イ

ベ
ン

ト
の

実
施

。

○
元

気
な

施
設

利
用

者
と

、
一

緒
に

活
動

（
種

ま
き

・
草

取
り

・
収

穫
後

の
片

付
け

等
）
を

す
る

事
に

よ
り

、
や

り
が

い
・
楽

し
み

・
交

流
の

強
化

を
図

る
。

取
組

の
効

果

遊
休

農
地

を
活

用
し

た
保

育
園

児
と

高
齢

福
祉

施
設

利
用

者
の

交
流

及
び

学
校

教
育

と
の

連
携

【
地

区
概

要
】

※
R

3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

4
8
4
h
a

（
田

4
2
4
h
a、

畑
6
0
h
a）

・
資

源
量

水
路

1
7
5
.8

km
農

道
6
2
.2

km
・
主

な
構

成
員

農
業

者
、

非
農

業
者

、
自

治
会

、
J
A

、
土

地
改

良
区

、
P

T
A

、
女

性
会

、
老

人
会

、
消

防
団

等
・
交

付
金

約
2
6
百

万
円

（
R

2
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
、

長
寿

命
化

）

○
エ
コ
ネ
ッ
ト
大
崎
広
域
協
定
は
８
地
区
の
集
落
組
織
の
参
加
同
意
を
得
て
、
平
成
2
6
年
か
ら
活
動
を
開
始
。

○
構
成
集
落
組
織
の
う
ち
、
農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
交
付
金
事
業
か
ら
取
り
組
み
を
続
け
て
い
る
大
前
農
遊

会
（
お
お
さ
き
の
う
ゆ
う
か
い
）
で
は
、
地
元
の
保
育
園
児
と
介
護
福
祉
施
設
利
用
者
の
交
流
を
図
る
べ

く
、
遊
休
農
地
の
利
活
用
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
体
験
を
平
成
2
5
年
以
降
毎
年
実
施
し
て
い
る
。

○
こ
の
活
動
は
、
広
域
協
定
内
の
他
集
落
に
も
波
及
し
て
お
り
、
遊
休
農
地
の
有
効
利
用
と
交
流
を
通
じ
た
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

中
間

農
業

地
域

図
表

、
写

真

図
表

、
写

真

お
お

さ
き

み
な

み
う

お
ぬ

ま
し

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ

テ ィ の 維 持 ・ 強 化 へ

の 貢 献

構 造 改 革 の 後 押 し 等

地 域 農 業 へ の 貢 献

都 道 府 県 独 自

の 取 組

1
3





○
棚

田
を

多
く
有

す
る

中
山

間
地

域
で

、
人

口
減

少
・
高

齢
化

が
進

み
、

地
域

資
源

の
維

持
管

理
が

困
難

な
状

況
。

○
ま

た
、

本
交

付
金

へ
の

取
組

意
欲

は
あ

る
も

の
の

、
事

務
の

負
担

が
支

障
と

な
っ

て
取

組
の

継
続

に
不

安
を

抱
い

て
い

る
集

落
が

あ
っ

た
。

Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
（
新
潟
県
十
日
町
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
市

内
５

組
織

の
事

務
を

分
担

し
て

担
当

。

○
交

付
金

を
有

効
に

使
え

る
よ

う
に

、
そ

の
組

織
の

一
員

の
つ

も
り

で
一

緒
に

考
え

、
関

わ
る

こ
と

を
心

が
け

、
活

動
に

参
加

し
、

一
緒

に
な

っ
て

体
を

動
か

し
、

汗
を

か
い

て
い

る
。

○
大

地
の

芸
術

祭
を

運
営

す
る

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
越

後
妻

有
里

山
協

働
機

構
の

職
員

と
し

て
、

報
告

書
類

や
役

員
会

の
議

事
録

作
成

等
の

パ
ソ

コ
ン

業
務

お
よ

び
道

普
請

な
ど

の
活

動
を

一
緒

に
行

っ
て

い
る

。

取
組

内
容

○
事

務
を

担
う

だ
け

で
な

く
、

地
域

の
共

同
活

動
に

も
参

加
し

て
い

る
こ

と
で

、
地

域
内

で
の

女
性

参
加

者
の

増
加

が
み

ら
れ

た
。

○
活

動
を

通
じ

て
、

農
地

を
預

け
た

い
と

の
相

談
を

受
け

る
な

ど
、

地
域

農
業

の
中

心
的

な
役

割
へ

の
期

待
も

高
ま

っ
て

い
る

。

取
組

の
効

果

女
子

サ
ッ

カ
ー

チ
ー

ム
の

選
手

が
事

務
を

担
当

す
る

新
た

な
ス

タ
イ

ル
が

誕
生

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点

F
C

越
後

妻
有

が
事

務
を

担
っ

て
い

る
活

動
組

織
○

新
水

地
域

資
源

保
全

会
4
3
h
a

○
山

谷
保

全
会

2
3
h
a

○
野

中
保

全
会

1
2
h
a

○
池

之
平

農
地

維
持

管
理

会
7
h
a

○
土

市
・
太

田
島

農
地

保
全

組
合

1
4
h
a

え
ち

ご
つ

ま
り

○
「
Ｆ
Ｃ
越
後
妻
有
」
は
、
新
潟
へ
移
住
し
て
き
た
I
タ
ー
ン
者
に
よ
っ
て
平
成
2
8
年
に
結
成
さ
れ

た
女
子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
で
あ
る
。
選
手
た
ち
の
“
サ
ッ
カ
ー
”
と
“
農
業
”
の
両
立
と
い

う
、
と
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
暮
ら
し
ぶ
り
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

○
選
手
1
1
人
は
、
大
地
の
芸
術
祭
を
運
営
す
る
N
P
O
法
人
越
後
妻
有
里
山
協
働
機
構
の
農
業
チ
ー

ム
の
職
員
と
し
て
、
サ
ッ
カ
ー
と
農
業
の
二
足
の
草
鞋
を
履
く
。
選
手
た
ち
は
平
成
3
0
年
度
か

ら
活
動
組
織
の
事
務
受
託
を
開
始
し
、
現
在
は
５
組
織
の
事
務
を
担
い
な
が
ら
地
域
の
共
同
活

動
に
も
参
加
し
て
い
る
。

○
選
手
た
ち
の
活
動
に
よ
り
、
地
域
内
で
の
女
性
参
加
者
の
増
加
が
み
ら
れ
、
地
域
農
業
の
中

心
的
な
役
割
へ
の
期
待
も
高
ま
っ
て
い
る
。

山
間

・
中

間
農

業
地

域

キ ー ワ ー ド

（
に

い
が

た
け

ん
と

お
か

ま
ち

し
）

地
域
を
上
げ
て
応
援
し
て

も
ら
え
る
選
手
と
な
れ
る
よ
う
、

多
面
の
活
動
を
通
じ
て
、

し
っ
か
り
と
地
域
に
貢
献
し
た
い
！

ph
ot

e
by

 Y
an

ag
iA

yu
m

i

キ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の
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農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ
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○
農

業
者

以
外

の
参

加
者

を
増

や
す

こ
と

と
草

刈
り

作
業

等
の

活
動

の
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と

が
課

題
と

な
っ

て
い

た
こ

と
か

ら
、

非
農

家
も

参
加

し
や

す
い

体
制

づ
く
り

が
求

め
ら

れ
て

い
た

。
○

地
域

住
民

の
み

で
活

動
を

実
施

し
て

い
た

が
、

地
域

の
更

な
る

活
性

化
と

交
流

人
口

の
増

加
を

図
る

た
め

、
大

学
の

開
校

に
合

わ
せ

活
動

へ
の

参
加

者
を

募
集

す
る

こ
と

と
し

た
。

柴
橋
環
境
保
全
会
（
新
潟
県
胎
内
市
）

活
動

開
始

前
の

状
況

や
課

題

○
非

農
家

、
大

学
生

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
よ

う
、

ブ
ロ

グ
や

S
N

S
を

活
用

し
て

情
報

提
供

、
連

絡
手

段
と

し
た

。
○

多
く
の

大
学

生
は

草
刈

り
作

業
が

初
め

て
の

た
め

、
講

習
と

実
機

を
使

っ
た

演
習

を
行

う
研

修
会

を
実

施
し

た
。

○
活

動
は

逐
次

ブ
ロ

グ
や

S
N

S
、

広
報

誌
に

掲
載

し
、

情
報

発
信

を
行

っ
た

。

取
組

内
容

○
気

軽
に

活
動

に
参

加
で

き
る

体
制

と
な

る
こ

と
で

、
徐

々
に

非
農

家
の

参
加

者
も

増
え

て
き

て
い

る
。

○
大

学
生

は
草

刈
り

作
業

だ
け

で
な

く
、

生
き

物
調

査
等

の
活

動
に

も
参

加
し

て
お

り
、

地
域

住
民

と
の

交
流

が
生

ま
れ

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

○
大

学
生

に
と

っ
て

は
、

環
境

保
全

活
動

や
農

業
農

村
の

多
面

的
機

能
の

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

貴
重

な
機

会
と

な
っ

て
い

る
。

取
組

の
効

果

大
学

生
と

共
同

で
草

刈
り

活
動

【
地

区
概

要
】
※

R
3
年

度
時

点
・
認

定
農

用
地

面
積

9
1
.6

6
h
a

（
田

9
0
.9

4
h
a、

畑
0
.7

2
h
a）

・
資

源
量

水
路

1
0
.3

km
農

道
1
0
.3

km
・
主

な
構

成
員

自
治

会
、

女
性

部
、

子
ど

も
会

等
・
交

付
金

約
４

百
万

円
（
Ｒ

２
）

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共

同
）

○
柴
橋
環
境
保
全
会
が
活
動
す
る
地
域
は
、
市
街
地
に
隣
接
し
宅
地
化
が
進
行
し
て
お
り
、
世
帯
数

は
年
々
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
集
落
内
の
農
業
者
は
高
齢
化
し
、
土
地
持
ち
非
農
家
も
増
加
し
た

た
め
、
今
後
の
地
域
資
源
の
保
全
管
理
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
地
域
の
農
業
を
守
ろ
う

と
い
う
機
運
の
高
ま
り
か
ら
、
隣
接
す
る
集
落
と
と
も
に
平
成
2
7
年
度
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
。

○
当
初
、
地
域
住
民
の
み
で
活
動
を
実
施
し
て
い
た
が
、

地
域

の
更

な
る

活
性

化
と

交
流

人
口

の
増

加
を

図
る

た
め

、
大

学
の

開
校

に
合

わ
せ

活
動

へ
の

参
加

者
を

募
集

。
非

農
家

、
大

学
生

が
気

軽
に

参
加

で
き

る
よ

う
、

ブ
ロ

グ
や

SN
Sを

活
用

し
て

情
報

提
供

、
連

絡
手

段
と

す
る

こ
と

で
、

徐
々

に
参

加
者

が
増

加
し

、
地

域
の

活
性

化
に

つ
な

が
っ

て
い

る
。

平
地

農
業

地
域

し
ば

は
し

か
ん

き
ょ

う
ほ

ぜ
ん

か
い

（
た

い
な

い
し

）

キ ー ワ ー ドキ ー ワ ー ド 農 業 用 施 設

の 機 能 増 進

地 域 資 源 の

保 全 管 理

農 村 環 境 の

保 全 ・ 向 上

自 然 災 害 の 防 災

・ 減 災 ・ 復 旧

農 村 の 地 域 コ ミ ュ ニ
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